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銀河群及び銀河団は宇宙年齢をかけて進化しており、重力によって数千万度の高温ガスが大量に閉じ込められ
ている。この銀河団ガスに閉じ込められた大量の鉄の量と銀河光度の比 (IMLR)は、銀河団中の銀河の星形成史
の指標となる。我々は様々な銀河群、銀河団で鉄の質量と銀河光度の比 (IMLR)を 0.3∼0.5r180まで求めてきた。
観測された範囲ではどの銀河団でも、中心からの距離とともに IMLRの値は増加を続けた (e.g., Sakuma et al.
2011)。一方、銀河群ではまったく違う IMLRの分布を示すものも存在する (Sasaki in prep)。
Hydra A 銀河団は近傍 (z=0.0539)に存在する中規模 (kT=3 keV)銀河団である。今回、我々はすざく衛星に

よりこの銀河団を r180まで観測し、銀河団ガスに含まれる鉄の質量を求めた。2MASS サーベイによる銀河の近
赤外線光度を用いることにより、0.5 r180より外側の IMLRをはじめて求めることができた。 0.5 r180まではこれ
まで他の銀河団と同様に IMLRが増加するものの、その外側では一定となった。つまり、銀河団全体の IMLRを
求めることができたことになる。この IMLRの値から銀河団中の銀河の星の初期質量関数についても議論を行う。


